
市川三郷町市川大門編

蔵のある古民家を訪ね、
天井川沿いの『ころがきの里jを歩き、
市川名産の和紙を漉く旅

ぬりえにチャレンジ!
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中町の道祖神

愛宕社

三枚橋(さんぺい)

お惣菜 (そうざい)のかわい

秋山家

豊川|製紙

太田屋
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市川三郷町市川大門編

蔵のある古民家を訪ね、
天井川沿いのfころがきの里jを
歩き、市川名産の和紙を漉く旅
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市
川
大
門
駅
は
、
町
の
公
民
館

で
も
あ
る
り

中
国
風
の
建
物
の
駅
舎
は
、
町
内
の
「
大
門
碑

林
公
圏
三
だ
い
も
ん
ひ
り
ん
こ
う
え
ん
)
の
設
置

に
合
わ
せ
て
、
平
成
七
(
一
九
九
五
)
年
に
完
成
し

ま
し
た
。
外
観
は
駅
舎
で
す
が
、
駅
舎
内
は
市
川

大
門
下
地
区
の
公
民
館
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の

人
々
の
交
流
の
場
と
し
て
考
え
出
さ
れ
た
と
い

う
駅
舎
と
公
民
館
の
合
築
は
珍
し
く
、
山
梨
県
内

で
は
こ
こ
だ
け
で
す
。
駅
は
無
人
駅
で
す
が
、
公

民
館
に
は
、
調
理
実
習
室
や
風
呂
な
ど
も
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
一
般
の
旅
客
が
利
用
で
き

る
の
は
、
待
合
所
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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小
津
征
爾
(
お
ざ
わ
せ
い
じ
)
の
父
、
小
、
津
開
作
の

出
身
校
で
あ
る
。

高
田
公
民
館
の
敷
地
に
は
、
高
田
小
学
校
と
高

一

田
中
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学
校
は
、
朋
治
六
一

(
一
八
七
三
)
年
に
高
田
の
長
生
寺
で
発
足
し
、
大

正
十
一
(
一
九
二
三
)
年
に
現
在
地
に
校
舎
が
新

築
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
高
田
小
は
、
指
揮
者
の
小

津
征
爾
の
父
、
開
作
の
出
身
校
で
し
た
。
ま
た
、
申

学
校
は
昭
和
二
十
二
(
一
九
四
七
)
年
に
創
立
。
木

造
二
階
建
て
の
校
舎
に
は
一
時
的
に
役
場
が
併

設
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
い
ず
れ
も
、
市
川
小

学
校
、
中
学
校
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
公
民
館
の

脇
に
立
つ
二
宮
尊
徳
像
が
、
そ
の
昔
、
こ
こ
に
学

伐
か
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

高
田
小
学
校
は
、
世
界
的
名
指
揮
者
・


[小選開作J1898-1970年

|白市川大門町出身。歯科医師。指揮者小津征爾の父。民主主義者。昭和 3(1928)年、満州膏年連盟を結成。

昭和 12(1937)年、中華民国新民会を結成。戦後は川崎市で開業。



ち
ょ
っ
と
寄
り
道

詩
人
で
仏
文
学
者
、

さ
ら
に
古
美
術
発
掘
家
で
も
あ
っ
た

青
柳
瑞
穂
(あおやぎみずほ

 

)は、

高
田
地
区
の
出
身
で
あ
る
。
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地
主
で
質
屋
も
営
ん
だ
青
柳
家
は
、
土
蔵
に
多

く
の
書
画
や
骨
董
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
青
柳

瑞
穂
は
、
甲
府
中
学
校
を
卒
業
後
、
上
京
、
堀
口
大

学
に
師
事
し
て
詩
作
、
翻
訳
に
携
わ
り
ま
す
。
「
阿

佐
ヶ
谷
文
士
の
村
」
と
い
う
文
士
た
ち
の
集
い
で

は
、
井
伏
鱒
二
、
太
宰
治
な
ど
と
交
流
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
傍
ら
、
骨
董
収
集
に
身
を
投
じ
ま
し

た。
現
在
、
生
家
の
跡
に
は
青
柳
家
の
門
が
残
っ
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
青
柳
家
の
前
に
は
、
石
の
洞

の
道
祖
神
が
あ
り
ま
す
。
ご
神
体
は
紛
失
し
て
あ

り
ま
せ
ん
が
、
浅
間
神
社
の
祭
り
の
際
、
神
輿
の

休
む
御
旅
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

[青柳珊樋11899-1971年

山梨県高田村 (1日市川大門町)出身。詩人、仏文学者、古美術発掘家。

鹿庫聾盛大学フランス文学科卒。堀口大学に師事。詩集『睡眠』、評論『ささやかな日本発揚』、訊書、

ルソーの『孤独なる散歩者の夢想』など、著.多数。

古美術発揚家としては昭和 12(1937)年に古物商で、尾形光琳唯一の真筆肖傷酉I中村内蔵介像J(

重要文化財、大和文華館所蔵)を発見する。

[道祖神1
村里の入り口で悪霊の侵入を防ぐ神。織行安全、纏結び、子授け、安産の神などとして、

民間信仰で広く崇められている
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畑
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
記
(
ま
つ
)
ら
れ
て
い
る
、

ミ
リ
コ
川
し
こ
い 

由
棄
さ 

ま

立
以
似
品

υ肖
円
、
レ
-
ι
v
n・
十
/
+
江
+
ル
古
田
問
、
『

イ
ボ
地
蔵
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

『
旧
高
田
村
誌
』
に
よ
る
と
、
一
休
和
尚
カ
開
眼

し
、
元
治
二
(
一
八
六
五
)
年
に
再
建
さ
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
「
イ
ボ
地
蔵
」
。
名
の
と
お
り
イ
ボ
を

治
す
お
地
蔵
様
と
し
て
、
地
元
で
は
昭
和
三
十
年

D

頃
ま
で
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
お
地
蔵
様
の
顔

を
石
で
こ
す
り
、
そ
の
粉
を
イ
ボ
に
塗
れ
ば
治
る

と
信
じ
ら
れ
、
ま
た
、
オ
コ
リ
病
(
ふ
る
え
病
)
に

も
ご
利
益
が
あ
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
今
で
は
、

す
っ
か
り
お
顔
が
削
り
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
お

聞
き
入
れ
て
下
さ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

F
U

地
蔵
様
で
す
が
、
き
っ
と
多
く
の
人
々
の
願
い
を

C
f
n
l
L
V
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昔
、
諸
国
巡
り
の
際
に
、
こ
の
地
に
立
ち
寄
っ

た
弘
法
大
師
が
石
に
手
を
つ
く
と
、
そ
こ
に
手
形

が
残
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
た
村
人
は
驚
き
、
大

師
の
説
法
に
聞
き
入
り
、
石
を
大
切
に
肥
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
源
昌
寺
境
内
の
印
石
に
は
、

大
師
の
左
手
の
跡
が
残
り
ま
す
が
、
右
手
の
印
石

は
、
こ
れ
よ
り
東
方
の
、
雨
乞
い
が
行
わ
れ
て
い

た
池
の
側
に
あ
り
ま
す
。
今
、
池
は
あ
り
ま
せ
ん

が
吉
井
戸
が
残
っ
て
い
ま
す
。



ち
ょ
っ
と
寄
り
道

シ
ラ
カ
シ
が
生
い
茂
る

弓
削
(
ゆ
げ
)
神
社
に
は
、
紙
の
神
様
が

杷
ら
れ
て
い
る
。

[弓削神社]

創建は不群。延書式にある甲斐国 20社の一つ。

祭神は日本武尊などの筒神。旗神である大伴武日命{おおともたけひのみこと)は日本武尊よリ、

『靭部(ゆきベ)J(天皇を直接守置する役)を扇りこの地に住んだ。

神社はその館跡。また、神社商の弓削塚という古蹟は、大伴武日命を葬った繍重であったと伝わる。
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高
田
地
区
で
は
浅
間
神
社
が
一
之
宮
、
弓
削
神

社
が
二
之
宮
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
弓
削
神
社
本

殿
の
右
手
に
は
摂
社
が
あ
り
、
紙
の
神
様
と
さ
れ

る
「
天
日
鷲
命
(
あ
め
の
ひ
わ
し
の
み
こ
と
)
」
を

把
る
「
白
紙
社
」
が
あ
り
ま
す
。

市
川
大
門
に
残
る
古
書
に
、
平
塩
に
九
戸
、
弓

削
に
七
戸
の
紙
漉
き
。か
い
た
と
記
述
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
弓
削
の
紙
漉
き
た
ち
に
よ
っ
て
肥

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
宝
に
は
、
室
町
時
代
の
木
造
の
狛
犬
が
あ
り
ま

す
。
江
戸
時
代
以
前
の
狛
犬
は
珍
し
く
大
変
貴
重

な
も
の
で
す
。
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ち
ょ
っ
と
寄
り
道

印
沢
地
区
に
は
、
室
町
時
代
か
ら

地
域
を
見
守
る
六
地
蔵
石
瞳
(
ろ
く
じ
ぞ
う
せ
き
と
つ
)
が
あ
る
。

印
沢
の
村
松
錦
鯉
屈
の
一
角
に
あ
る
、
六
地
蔵

石
幡
二
見
す
る
と
、
石
灯
寵
に
も
見
え
ま
す
が
、

台
石
の
上
に
瞳
身
(
と
う
し
ん
)
(
竿
)
が
た
ち
、
中

台
の
上
に
、
玄
武
岩
質
の
石
で
刻
ま
れ
た
六
地
蔵

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
順
に
、
笠
と
宝

珠
が
載
せ
て
あ
り
ま
す
。
各
部
の
彫
刻
な
ど
室
町

時
代
の
様
式
を
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
践
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
、
紙
垂
(
し
で
)
が
飾
ら
れ
る
六
地
蔵
。

地
元
の
人
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま

す。

[六地蔵】

平安束力、ら鑓倉時代に盛んになり、室町時代には一般化し多くの石植が建てられた。

六地蔵とは六道{地獄、餓鬼、畜生、修握、人問、天上)のそれぞれにあって

衆生の苦しみを救済する地蔵菩薩のこと。



13 

代
々
名
主
を
務
め
て
い
た
青
柳
家
に
は
、

築
三
百
年
近
い
「
昧
噌
蔵
」
が
残
る
。

青
柳
家
に
は
、
築
三
百
年
近
い
土
塀
の
昧
噌
蔵
、

米
蔵
、
文
庫
蔵
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
茅
と
麦
わ
ら

ぶ
き
匡
根
を
ト
タ
ン
で
囲
っ
た
母
匡
も
貴
重
な

も
の
で
、
築
百
五
十
年
以
上
で
す
。

現
在
十
六
代
目
に
な
る
青
柳
家
は
、
甲
斐
源
氏

の
加
賀
美
遠
光
(
か
が
み
と
お
み
つ
)
の
系
統
に

あ
た
る
と
言
わ
れ
、
家
に
は
戦
国
時
代
の
も
の
と

伝
わ
る
「
鎧
(
よ
ろ
い
こ
や
「
太
万
(
た
ち
と
な
ど

が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
柳
家
の
東
隣
は
青

柳
家
の
屋
敷
神
と
と
も
に
、
石
垣
の
上
に
把
ら
れ

た
道
祖
神
が
あ
り
ま
す
。

[加賀美遍光1
甲斐源氏の祖・新量三郎議光のひ孫にあたる。商アルプス市・旧若草町を本領とし、

峡西地方、鰍沢、梅山などを治める。甲府市の遺光寺は、その菩提寺として建立されたと伝わる。
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印
沢
川
(
お
し
て
ざ
わ
が
わ
)
は
、
民
家
よ
り
も
高
い

と
こ
ろ
を
流
れ
て
い
る
天
井
川
で
あ
る
。

は
減
少
し
、
大
雨
の
と
き
以
外
ほ
と
ん
ど
水
は
流

れ
な
い
そ
う
で
す
。
町
内
で
は
、
川
底
に
掘
ら
れ

た
ト
ン
ネ
ル
を
県
道
と 

身
延
線
が
通
る
と

い
う
珍
し
い
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

J
R

[印沢Jlll
小物成山、帯都峠(おぴなやま)を水源とする。入山地内を北上し、弓削神社の南側で西方に流れ、

大鳥居地内で箇映川に含流する。この河川はその昔洪水が多く、その度に土石流を湾し、扇状地となった。
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「
四
神
四
獣
鏡
(
し
し
ん
し
じ
ゅ
う
き
ょ
う
)
」
は
、
ヤ
カ
ン
の


フ
タ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
り


一
宮
浅
間
神
社
の
宝
物
に
、
旧
三
珠
町
の
狐
塚

で
発
掘
さ
れ
た
銅
鏡
「
四
神
四
獣
鏡
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
鏡
に
は
、
閉
治
中
ご
ろ
、
旧
三
珠
の
大
塚

の
民
家
で
、
畑
か
ら
出
て
き
た
金
物
を
ヤ
力
ン
の

フ
タ
代
わ
り
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
不
幸
が
続
い

た
の
で
、
高
田
の
浅
間
神
社
に
納
め
た
、
と
い
う

話
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
真
相
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
三
国
時
代
に
中
国
の
呉
の
国
で
造
ら
れ
た
貴

一
重
な
鏡
は
、
日
本
に
三
面
し
か
な
く
、
現
在
、
国
の

一
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

[一之宮浅間神世]

祭神は、木花開耶姫(このはなさくやひめ)と諸神。貞観7(856)年に正体山に奮を建て、後、高田地区に移す。

重文の四神四獣舗や、内行花文鏡{ないこうかもんきょう)、ハノ宮良純親王・筆の「一宮大明神Jの額など多くの社宝力鳴る。

また赤松林は県指定の自然記怠物である。祭典は、11月3日の一之宮浅間神社祭、五月のつつじ集り。
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一
之
宮
浅
間
神
社
の
境
内
に
は
、
功
徳
者
を
生

前
に
神
と
し
て
洞
に
杷
っ
た
生
洞
が
二
塁
あ
り

ま
す
二
塁
は
名
主
の
「
依
田
十
左
衛
門
安
清
」
の

生
洞
。
も
う
一
基
は
市
川
代
官
の
「
荒
井
清
兵
衛

顕
道
」
の
洞
で
す
。
両
者
の
年
代
は
違
う
も
の
の
、

江
戸
時
代
に
起
こ
っ
た
災
害
で
村
人
を
救
済
し

た
こ
と
か
ら
把
ら
れ
ま
し
た
。

高
田
地
区
に
は
、
も
う
一
塁
生
澗
が
あ
り
ま
す
。

県
内
に
は
十
三
の
生
洞
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う

ち
三
星
が
一
つ
の
地
区
に
あ
る
の
は
珍
し
い
こ

と
で
す
。

市
川
代
官
{
荒
井
清
兵
衛
顕
道
}

第
十
七
代
市
川
代
官
。
安
政
の
大
地
震
で
、
高

田
村
が
全
滅
し
た
と
き
に
、
御
金
蔵
金
で
村
民
を

救
済
し
た
。
『
牧
民
金
鑑
(
ぼ
く
み
ん
き
ん
か
ん
)
』

と
い
う
法
令
集
を
編
集
す
る
。
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秋
に
は
ま
る
で
オ
レ
ン
ジ
色
の
カ
ー
テ
ン
の

よ
う
に
怖
が
吊
る
さ
れ
る
古
田
農
園
。
市
川
三
郷

鰍
沢
線
沿
い
は
立
地
的
に
も
干
し
柿
づ
く
り
に

恵
ま
れ
、
そ
の
昔
は
、
多
く
の
家
で
柿
の
木
を
植

え
て
い
ま
し
た
。

現
在
で
二
代
目
に
な
る
古
田
農
園
の
柿
は
、
自

家
農
園
の
も
の
で
、
種
類
は
百
目
と
エ
ボ 
l
柿
で

す
。
毎
年
、
十
ト
ン
も
の
柿
の
皮
む
き
は
大
変
な

作
業
で
、
昔
は
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
が
、
お
小
遣

い
稼
ぎ
に
手
伝
っ
た
と
い
い
ま
す
。
お
い
し
い
干

し
柿
の
見
分
け
方
は
、
や
わ
ら
か
く
、
全
体
に
白

い
粉
が
つ
い
て
い
る
も
の
だ
そ
う
。
古
田
農
園
で

は
十
二
月
上
旬
か
ら
干
し
柿
の
販
売
を
始
め
ま

す。
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西
光
寺
(
さ
い
こ
う
じ
)
の
秋
葉
堂
に
は
、

天
狗
(
て
ん
ぐ
)
様
と
観
音
様
、
が
い
っ
し
ょ
に

肥
(
ま
つ
)
ら
れ
て
い
る
。 

[高田十八景】

文政2(1805)年、酉光寺において俳句の会が開かれ、このときに定めたものといわれる。

当時寺には十八景の俳句を諒んだ扇額が事納されていたと伝わる。

水神降雨、浅間返照、清水芹引、桐困蒲公英、出日銀、古川流蛍、曲育園、西光夏月、

久保の春秋、三帽の涼、鬼窪初嵐、黒木紅藁、梅沢行秋、

蔵川漁火、富田鴨、沼田氷、畏生の晴鐘、正体に霞{あられ}
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r'l./lιlt:L-

州h
I

6が凶泌両ιiν1川
l 

-


西
光
寺
(
さ
い
こ
う
じ
)
は
、
高
田
地
区
に
お
け

ん
げ
ん
)
(
か
ら
す
天
狗
)
が
杷
ら
れ
、
毎
年
三
月

る
十
八
の
優
れ
た
風
景
を
選
ん
だ
=
局
回
十
八
景
」

の
鎮
火
祭
で
は
、
山
伏
の
火
渡
り
が
見
ら
れ
ま
す
。

の
一
つ
で
す
。
そ
の
景
色
は
「
西
光
夏
月
(
せ
い
こ

ま
た
、
こ
こ
に
は
干
手
十
一
面
観
音
菩
薩
も
把
ら

う
の
か
げ
つ
こ
と
詠
ま
れ
、
夏
夜
に
光
る
月
の
美

れ
て
い
ま
す
。
明
治
六
(
一
八
七
三
)
年
、
近
く
に

し
さ
が
表
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
っ
た
観
昌
院
と
い
う
寺
が
廃
寺
に
な
り
、
西
光

境
内
に
は
秋
葉
堂
が
あ
り
ま
す
。
火
伏
せ
の
神

寺
に
勧
請
さ
れ
た
も
の
で
す
。

の
、
三
尺
坊
大
権
現
(
さ
ん
じ
ゃ
く
ぽ
う
だ
い
ご

叫、 !!lJl 

1 \r~1 w 
d ‘ 

唱にL

七1:z

[九生山西光寺(曹洞宗)J
元和二(一六一六)年、深向院五世道元十八世の法覇軍外の開基。本尊は、聖観世音。

境内には+一面観音を記る観音堂がある。
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そ
の
昔
、
中
町
の
道
祖
神
に
は

「
お
と
う
ろ
う
ぶ
つ
さ
ん
」
と
い
う

お
地
蔵
さ
ん
が
肥
ら
れ
て
い
た
。

古
田
農
園
裏
手
の
道
は
、
高
田
地
区
の
旧
道
で
、

東
か
ら
順
に
上
町
、
申
町
、
下
町
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
中
町
の
道
祖
神
は
、
「
道
祖
神
」
と
自
然
石

に
刻
ま
れ
、
文
政
六
(
一
八
二
三
)
年
に
建
立
さ
れ

ま
し
た
。
脇
に
は
「
高
田
邑
(
む
ら
)
二
丁
目
連
」
と

記
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
昔
「
お
と
う
ろ
う

ぶ
つ
さ
ん
」
と
言
わ
れ
る
お
地
蔵
様
が
い
ま
し
た
。

お
灯
寵
と
仏
参
(
仏
を
拝
む
こ
と
)
の
こ
と
で
し

ょ
う
か
?
名
前
の
詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

持
ち
上
げ
た
と
き
の
軽
重
の
感
じ
方
に
よ
っ
て

吉
凶
を
占
う
「
伺
い
石
」
と
も
言
わ
れ
、
今
は
一
之

宮
浅
間
神
社
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

【遭祖神の形態]

主に自然石に刻銘を入れたもの、丸石、二体像{双体遺祖神)の三種類に分かれる。
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上
町
の
愛
宕
社
の
お
地
蔵
様
の
社
で
は
、

盟
神
探
湯
(
く
が
た
ち
の
祭
り
が
行
わ
れ
る
。

通
称
「
お
は
た
ご
さ
ん
」
。
毎
年
三
月
の
祭
り
に

は
、
「
盟
神
探
湯
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
釜
で
沸
か
し

た
湯
を
笹
で
人
々
に
か
け
、
無
病
息
災
を
願
う
お

祭
り
で
す
。
ま
た
、
堂
に
は
愛
ら
し
い
お
顔
の
お

地
蔵
様
、
が
杷
ら
れ
て
い
ま
す
。
天
保
二
(
一
八
三

ご
年
に
造
立
さ
れ
、
体
が
削
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
イ
ボ
地
蔵
の
よ
う
な
民
間
信
仰
の
名
残
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
境
内
に
は
、
ほ
か
に
道
祖
神
と
、

養
蚕
の
神
様
の
査
影
(
こ
か
げ
)
聞
神
、
石
灯
灯

寵
が
把
ら
れ
ま
す
。
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浅
間
神
社
の
祭
り
に
は
、


神
主
が
三
枚
橋
(
さ
ん
ぺ
い
か
ら


川
ヘ
石
投
げ
を
す
る
。




& 

t
西
八
代
農
協
の
後
ろ
を
流
れ
る
鴫
沢
川
に
は
、

三
枚
橋
「
さ
ん
ぺ
い
」
と
い
う
石
板
が
あ
り
ま
す
。

今
は
二
枚
で
す
が
、
昔
は
河
内
路
に
か
か
る
三
枚

の
石
橋
で
し
た
。
そ
の
昔
、
市
川
に
疫
病
が
流
行

る
と
疫
病
神
を
神
輿
に
の
せ
高
田
に
送
り
つ
け

た
そ
う
で
す
。
高
田
側
が
三
枚
橋
の
一
枚
を
投
げ

捨
て
、
追
い
返
し
た
と
こ
ろ
、
市
川
で
は
疫
病
で

く
な
る
人
が
増
え
ま
し
た
。
す
る
と
ま
た
高
田

へ
。
高
田
は
こ
れ
を
追
い
返
す
。
そ
れ
を
繰
り
返

す
う
ち
に
、
石
合
戦
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
今

で
こ
そ
石
合
戦
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
十
一
月
三
日

の
浅
間
神
社
の
祭
り
に
は
、
こ
こ
で
、
神
主
が
小

石
を
川
に
投
げ
込
み
ま
す
。

一一・・・・・-

[河内路]

甲斐固と殿河国を結ぶ吉道のうち、量も西側に位置し、寓土I11治いの河内領内を南北に縦断す

る道筋である。身延山の参画の陸路としても栄えた。
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「
か
わ
い
」
の
コ
ロ
ッ
ケ
は
、

近
所
の
子
供
た
ち
の
放
課
後
の
定
番

お
や
つ
に
な
っ
て
い
る
。

i

現
在
二
代
目
に
な
る
、
「
お
惣
菜
の
か
わ
い
」
は
了

創
業
よ
り
五
十
年
間
昔
な
が
ら
の
昧
を
守
り
続

一

l

け
て
い
ま
す
。
揚
げ
物
の
専
門
眉
を
代
表
す
る
逸

一

品
は
コ
ロ
ッ
ケ
。
男
爵
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
甘
昧
を
引

一

き
出
す
た
め
に
肉
を
使
わ
な
い
野
菜
コ
ロ
ッ
ケ

一

は
、
一
日
に
三
百 

五
百
個
を
揚
げ
る
人
気
ぶ
り

一

で
す
。
そ
の
素
朴
な
昧
は
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
昭

一

和
の
昧
わ
い
が
し
ま
す
。
旧
・
市
川
大
門
町
の
レ
卜

一

口
な
町
並
み
を
散
策
し
な
が
ら
食
べ
る
懐
か
し

一

の
コ
ロ
ッ
ケ
。
ど
こ
か
ノ
ス
タ
ル
ジ 

を
誘
い
ま

一

す

ね

。

一
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秋
山
邸
は
、
県
内
初
の
電
力
会
社
を

コ
く
コ
ニ
-
火 

居
パ

て
く
て
十
/
工
小
川
μ
豆

E
+

ObF

h
u
t
z
=本
拠 

Mut-
氷
ペ
と
め 
7
0
0

ヨ
て
時
  
d
p
G

、、 
氷
河
ぺy

h

大
正
初
期
に
建
て
ら
れ
た
ケ
ヤ
キ
の
塀
が
目

ー
ひ
く
秋
山
邸
。
庭
に
は
、
蔵
と
つ
げ
の
古
木
が

あ
り
ま
す
。
秋
山
家
の
祖
先
に
は
、
山
梨
初
の
水

力
発
電
所
を
創
業
し
た
秋
山
喜
蔵
が
い
ま
す
。
閉

O
O
)

治
三
十
三
(
一
九 

年
、
初
め
て
県
内
に
と
も

さ
れ
た
電
燈
は
、
甲
府
に
十
二
燈
、
旧
市
川
大
門

町
に
二
燈
で
し
た
。
現
在
の
当
主
、
亮
(
あ
き
ら
)

氏
に
よ
る
と
、
市
川
で
電
燈
が
と
も
さ
れ
た
当
時

は
、
「
水
か
ら
灯
、
が
で
た
」
と
見
に
来
る
人
が
集
ま

り
、
大
変
な
お
祭
り
騒
ぎ
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

[秋山喜蔵】

市川小学綬の校長、県会議員などを経て、閉治31(1898)年

市川大門町長になる。後に甲府電力株式会社を創立。

秋山家の菩提寺である宝寿院には、秋山氏の業績を調え、

電燈が立っている。

また三疎の鞍舞伎文化公園にも秩山氏の偉が立つ。

I山梨の電気1
朗治33(1900)年、l日三疎町に甲府電力芦打|第一発電所を設立。

日本では、三番目の営業用水力発暗所である。朋治40(1907)年には胸橋発電所ができ、

初めて東京に水力発電の電力を供鎗した。その後、桂川、早川、釜鮫川、箇吹111などに発電所が建鶴吉れ、

昭和26(1951)年に統合され東京電力となる。
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市
川
の
御
用
紙
は

「
肌
吉
紙
(
は
だ
よ
し
が
み
)
」
と
呼
ば
れ
、

国
語
辞
典
の
広
辞
苑
に
も
載
っ
て
い
る
。
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市
川
で
漉
か
れ
た
和
紙
は
「
美
人
の
素
肌
の
よ

う
に
美
し
い
」
こ
と
か
ら
「
肌
宜 
E
と
い
い
ま
し
た
。

コ
ウ
ゾ
が
原
料
の
厚
手
の
純
白
高
級
紙
で
、
武
田

家
と
徳
川
家
に
御
用
紙
と
し
て
献
上
し
た
紙
は
、

奉
書
(
ほ
う
し
よ
)
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、

徳
川
家
の
祝
い
事
用
の
献
納
紙
を
送
る
際
は
、
茶

重
道
中
さ
な
が
ら
の
行
列
で
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
こ
の
御
用
紙
漉
き
職
人
は
「
肌
吉
衆
」
と
言
わ

れ
、
一
般
に
販
売
さ
れ
る
売
り
紙
漉
き
の
職
人
に

比
べ
て
、
緒
役
を
免
除
さ
れ
る
な
ど
大
変
優
遇
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

[市川和紙の始まり]

延暦23(804)年、現在の平塩の聞にあった、天台宗平塩山「白雲寺Iの目記に、 
I平塩に九戸、弓削に七戸の紙漉あり Jと記録が残っている。

また、甲斐源氏の祖である源義清(みなもとよしきよ)が、京都から市川に入った際に伴コた紙工の家臣が、

紙漉き技術を伝えたとも言われている。
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旧
市
川
大
門
町
に
は
、
紙
の
製
造
・
加
工


業
者
を
合
わ
せ
て
紙
関
係
の
工
場
が


一
十
社
あ
る
。

市
川
御
用
紙
は
、
明
治
維
新
と
と
も
に
衰
退
し
、

代
わ
り
に
一
般
の
売
り
紙
漉
き
が
主
流
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
次
第
に
、
手
漉
き
の
需
要

も
少
な
く
な
り
、
機
械
漉
き
に
移
行
し
て
い
き
ま

す
。
昭
和
二
十
九
(
一
九
五
四
)
年
に
は
、
町
内
の

製
紙
工
場
で
、
ビ
ニ
ー
ル
障
子
紙
が
開
発
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
「
障
子
紙
の
町
」
の
礎
を
築
き
ま
す
。

現
在
は
主
に
、
障
子
紙
、
社
寺
用
紙
、
書
道
用
紙
な

ど
を
生
産
し
、
障
子
紙
は
、
全
国
の
四
十
パ
ー
セ

ン
ト
を
シ
ェ
ア
す
る
ま
で
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
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豊
川
製
紙
の
豊
川
秀
雄
さ
ん
は
、

手
漉
き
和
紙
製
造
で
、
県
の
名
工
や

市
川
三
郷
町
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

旧
・
市
川
大
門
町
で
は
、
そ
の
昔
は
二
百
軒
ほ
ど

あ
っ
た
手
漉
和
紙
製
造
も
今
は
、
豊
川
製
紙
一
軒

だ
け
で
す
。
六
代
目
の
豊
川
秀
雄
さ
ん
は
主
に
画

仙
紙
や
絵
葉
書
な
ど
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
紙
の

原
料
は
、
み
つ
ま
た
や
、
竹
パ
ル
プ
、
コ
ウ
ゾ
な
ど

で
す
が
、
最
近
で
は
、
ぶ
ど
う
の
つ
る
を
用
い
た
、

ぶ
ど
う
の
香
り
の
す
る
紙
や
、
も
み
じ
な
ど
を
い

れ
た
紙
も
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
豊
川
製
紙
で
は
、

こ
の
道
三
十
五
年
以
上
の
名
工
の
技
を
見
学
し

一
な
が
ら
、
手
漉
き
和
紙
の
体
験
も
で
き
ま
す
。

[手漉き和紙の工程] 

1、煮勲(しやじゅく)/紙の原料を薬品と一緒に煮て不用なものを取り除き、繊維を取り出す。 2、日目解/(こうかい)機械で繊維をほぐす。 
3、紙漉き/漉き舟の中にほぐした繊維とねリを入れ、かき混ぜ、すげたを用いて漉く。 4、脱水。 5、較燥/乾燥機に張りつけ乾かす。
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和
菓
子
屋
の
「
太
田
屋
」
に
は
、
夏
限
定
で
、


お
慰
(
ふ
)
で
作
っ
た
「
慰
ま
ん
じ
ゅ
う
」
が
あ
る
。


O
)

届
内
に
貼
ら
れ
て
い
る
「
ま
ご
ご
ろ
入
っ
て
い

ま
す
」
の
ポ
ス
タ
ー
。
「
太
田
屋
」
は
、
昭
和
三
十
五

(
一
九
六 

年
に
開
業
し
ま
し
た
。
「
な
る
べ
く

地
元
の
食
材
を
使
う
」
と
い
う
ご
主
人
。
「
桑
の
葉

大
福
」
や
「
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
」
「
金
つ
ば
」
な
ど
が

人
気
商
品
で
す
。
ま
た
、
夏
場
に
は
、
お
菓
子
で
は

難
し
い
、
輯
訟
を
使
っ
た
「
葱
ま
ん
じ
ゅ
う
」
が
好
評

で
、
遠
方
か
ら
も
お
客
様
が
来
ま
す
。
ア
ン
コ
も

自
家
製
に
こ
だ
わ
る
お
菓
子
は
、
そ
の
ど
れ
も
が
、

ご
主
人
の
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
隠
し
昧
と
し
て
い
る

よ
う
で
す
ね
。 

l~/ー
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メモ
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